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開催場所

出席者数

欠席者数

開催形態

1. これまでの学校の取り組みについて/7.8.9.10.11月の取り組みについて

2. 全国学力学習状況調査・各運動能力調査結果について

3. 児童について

4. その他（質疑応答）

5.

6.

7.

8.

9.

配布資料

会　議　録

令和5年度　        　  茨木市立天王小学校　学校運営協議会

令和5年 12月２日（土）

午後2時 00分開会　　午後3時20分閉会

茨木市立天王小学校　南校舎１階　会議室

10人

0人

公開　/　非公開

議題（案件）

・次第

・全国学力学習状況調査結果分析資料（データのみ）※紙媒体での配布なし

・学校だより

・学校の取り組みのようすの写真・動画（視聴のみ）※紙媒体での配布なし

第２回



【協議員の意見】

学校の取り組みより

・運動会については、半日実施として昼食前に全プログラム（個人走・団体演技・団体競技）を終

える時程はとてもよかった。実施時期を11月にすることで、10月に練習を開始となり、熱中症の心

配なく取り組むことができた。一方、当日は気温の大幅な低下があり、寒さ対策も必要となる時期

となる。その点も踏まえて、保護者に実施後のアンケートをとることも次年度以降の取り組みの大

きな参考になると思う。よりよい取り組むになるように協力したい。

→ポストコロナを見据えた運動会を実施するにあたってのアイデアを多くいただいた。

　ご意見を受けて、アンケートはFORMSにて12月中に実施することを決定した。

全国学力学習状況調査・各運動能力調査結果より

・今年度PTA・地域・学校で整地した中庭の人工芝生スペースでは、休み時間に多くの児童が寝転

がったりしながら本を読んでいるようすをよく見る。この人工芝計画は昨年度からの周年行事の一

環として行ったが、子どもたちが喜んでいることが大切なので、とてもよかった。今後ともPTA・

地域それぞれの立場でフォローしていきたい。また運動能力では、近年特に泳力低下が顕著にみら

れることから、ICT利活用も含めて取り組んでいく必要がある。

→コロナを経験してきた子どもたちへのアプローチについて多くのアドバイスをいただいた。

　効果測定として、全国学テの読書時間（１日あたり10分以上）を検証軸としたい。

児童について

・不登校児童は、全国的に増加傾向にあり、これまでの取り組みに縛られることなく、今困ってい

る子どもたちに対し、より効果的で適切な支援が必要なる。このことから丁寧なフォロー体制を構

築する必要があり、民生・児童委員としても協力を惜しまない。

→SSW・CSWも含めた、外部機関との協力体制についての示唆をいただいた。

議事の経過

議題（案件）・発言内容・決定事項


